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義ではないため，本文ではカッコつきで「逆選択」と表記している．     2 


























2  関連する最近の成果としては，国立環境研究所ほか（2004）（ 2005） ，浅妻
（2005）（ 2006） ，全擥本自動車リサイクル連合（2005） ，貫（2005）（ 2008），
経済産業省（2006） ，浅妻・中谷（2007） ，阿部・浅妻（2007）（ 2008） ，阿部・
木村・外川（2007） ，小島編著（2007）（ 2008） ，酒井編著（2007） ，寺西編著
（2007） ， 外川ほか （2007）（ 2008）（ 2009） ， 平岩 （2007） ， 矢野経済研究所 （2008），
浅妻・阿部（2009）など数多くある． 
3 「抹消登録台数」は， 「廃車台数」 「推定廃車台数」と呼ばれることが多いが，




































表  1  中古車の輸出相手国数の推移 
年  2001    2002  2003  2004  2005  2006  2007  2008  2009 
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して以下の a から c までの問題を示し， 「循環資源の関する貿易障壁」として d
 







のため，本章では，小島（2005）の研究を参考にした．   5 
の経済的な問題にも言及している． 
 
表 2  小島（2005）の問題設定 




























や c は，輸出よりも輸出後に発生する環境問題に注目している点で a とは異な
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・ 有害廃棄物の越境移動の輸出入手続きの制度化・簡素化  




・ 小規模リサイクルが盛んなコミュニティーへの環境教育  
・ 金融面での支援 
・ インフォーマルなリサイクル産業への流通規制 





・ 有害廃棄物の越境移動の輸出入手続きの制度化・簡素化  
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使用済自動車を回収するか否かに直面している者は，以下の利潤関数に直面  11 
していると考えられる．ここでは，回収者が使用済自動車を p で購入し，n 種
類に分別する状況を示している．そして，i 番目の分別品の重量を si，その単価
を qi とし，si を分別し回収する費用を c(si)と表している．   
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用済自動車の引取価格がどう変化しうるのかを分析することも重袁になる．仮  12 

































   13 
5.1.  ニュージーランド 
   
ニュージーランドは，1980 年代の各種の規制緩和の一環で，自動車に関して
も貿易障壁を撤廃した 7． その結果，   1980 年代後半より中古車輸入を急増させ，





図  5  輸入中古乗用車登録台数と全登録台数内の割合 






表  3  抹消登録台数の算出（単位：台） 
    2003 年  2004 年  2005 年  2006 年  2007 年 
保有台数（6 月末） 2,414,840 2,525,401 2,622,357 2,702,485 2,7757,17 
新規登録  227,425  228,797  230,313  200,194  197,836 
前年との平均    －  228,111  229,555  215,254  199,015 
抹消登録台数      117,550  132,599  135,126  125,783 
 
7  ニュージーランドの中古車輸入の変遷については， 阿部・木村・外川 （2007），






































輸入中古車登録台数（左軸） 全体の割合(%，右軸)  14 
出所：New Zealand motor vehicle registration statistics より作成 
注：保有台数は 6 月末の数値， 新規登録台数は 1 月～12 月の合計であることから，




表  4  ニュージーランドからの中古車輸出台数（単位：台） 
輸出先  2006 年  2007 年  2008 年 
サモア  19  18  974 
オーストラリア  609  730  931 
アラブ首長国連邦  39  168  393 
トンガ  419  455  213 
クックアイランド  151  240  191 
擥本  80  29  144 
イギリス  167  213  139 
アメリカ  142  128  77 
ニウエ  85  52  66 
ノーフォーク・アイランド  26  28  51 
マレーシア  25  17  47 
フィジー  222  202  29 
その他  224  179  242 
糏計  2,208  2,459  3,497 
出所：ニュージーランド貿易統計（Global Trade Atlas）から集計 
 
これらにより，12 万台から 13 万台程度の抹消登録車両があり，そのうち，
2000～3000 台程度の車両が中古車として輸出されている．抹消登録車両のう
ちの中古車輸出は，1.5～2.5 パーセントとであり，擥本の 25 パーセント程度
と比べると，その割合は小さいことがわかる．大多数は，ニュージーランドで
使用済みとして廃棄される．   
廃棄された自動車は，使用済自動車として解体されるが，それを請け負う解
体業者は国内で 350 から 400 社とされ（阿部・木村・外川，2007） ，解体によ
って回収される中古部品や再生資源の受け入れ先があることがわかる．中古部
品は， 擥本と同様であり， 国内の自動車整備業者などに販売され， 利用される．
中古部品の輸出もあり，外国人バイヤーが入国し，買い付け，部品取りにも来


































9  同国は，1980 年代より進めてきた規制緩和・撤廃の風潮から，新規の法制度
を構築することに抵抗があり，廃棄物に関しても法的な制度がなかったとされ
る（阿部，2007b）．    16 
これを元にしたさらなる分析と議論が必袁である． 
 




の抹消登録台数を見てみる．    
 
 
図  6  ロシアにおける乗用車の抹消登録台数（単位：千台） 
出所：フォーイン『世界自動車統計年刊』各年版，  WARD’S, World Motor Vehicle 
Data 各年版より作成 
 






これに対して，中古車輸出台数は表 7 の通りである．多くても 400 台程度で




10  ロシアの媟態に関しては，浅妻（2005） ，浅妻（2006） ，浅妻・中谷（2007），
阿部・浅妻（2008）などで記述がある． 
11  ただし，個人の貿易のように統計上に乗らない数値も考えられる．これらの  17 
 
表  5  ロシアからの中古乗用車の輸出台数 
  2001 年  2002 年  2003 年  2004 年  2005 年  2006 年  2007 年  2008 年 
タジキスタン  9  13  13  21  21  74  62  86 
アゼルバイジャン     1  4  54  24  53  75 
ドイツ  4  1  5  26  59  59  50  31 
カザフスタン  17  8  9  17  42  24  51  28 
キルギスタン  4  2  1  2  2  0  8  28 
その他  28  43  69  74  147  125  190  120 
糏計  62  67  98  144  325  306  414  368 






















                                                                                                                                                     
範囲の詳細については今後の課題である． 
12  隣国である中国向けにも，現状中古部品は流通していない（阿部・浅妻，











費からの廃棄物について」 （1998 年 6 月 24 擥付連邦法第 89-FZ 号）というも
のである．その具体的な内容については今後の課題だが，欧州環境衛生委員会




















13  具体的には， ①主袁都市で大気汚染監視所の設置， ②工場の閉鎖や市外移転，
③暖房とボイラーの集中暖房装置への切り替え，④低質の褐炭や泥炭から無煙
炭への転換，といった対策がなされた．しかし，その後，化学工業政策や自動


















水の垂れ流しが問題となった． 背景に， 軍事関連の国 営企業の生産高が急減し，











14  特に，1986 年のチェルノブイリ原子力発電所の爆発事故以降，環境保護を
求める市民団体が相次いで結成され，公害多発型工場を閉鎖に追い込む運動が
起きた． 最盛期には 818 の団体が活動していたという． バイカル湖の水質保全，
モスクワや地方の工業都市の環境汚染防止，シベリアや極東の森林・野生動物
保護などに関心が注がれた． 1989 年だけで 240 の企業が閉鎖に追い込まれた． 
15  イルクーツク，ブラーツクのアルミ工場，ブラーツクの木材コンビナート，
バイカリスクのセルロース・製紙工場，ノリリスクのニッケル精錬所などとさ
れる．   20 
5.3.  アラブ首長国連邦 












る．   
 
表  6  アラブ首長国連邦からの乗用車輸出台数（単位：台） 
  2005 年  2007 年 
イラン  15,621  170,230 
カザフスタン  2,007  50,270 
アゼルバイジャン  1,308  17,139 
オマーン  1,553  13,634 
タンザニア  272  13,338 
サウジアラビア  7,008  13,017 
イラク  7,289  11,648 
ケニア  205  6,912 
ウクライナ  1,238  4,567 
ロシア  687  3,959 
その他  44,776  55,534 
糏計  81,964  360,248 
出所：Uncomtrade より筆者集計 




  また，中古車販売業者が集積している地域の特徴として，個人バイヤーが買  21 
い付けに来るという点がある． そのため， 小口での取引が行われる場合があり，
輸出先は特定できないという特徴がある．貿易統計上の媟績でも，2005 年，









  NZ  ロシア  UAE 
中古車の扱い  国内で使用  国内で使用  再輸出 
























  関連法の存在 
  生産者を含めた回収制度の存在 
  適正処理工場の存在 

































性が見出される． いずれにしろ， これらは， 現状の事例で得られるものであり，
より詳細な分析が必袁である． 
 


















が重袁である．   
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